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六
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四
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令
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六
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（
二
〇
二
四
）
一
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発
行

魅
力
あ
る
事
業

  

楽
し
い
高
齢
ク
ラ
ブ

楽しい活動が楽しい活動が
　　 吹高連にあります　　 吹高連にあります



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　
吹
田
市
長�

後
藤 

圭
二 

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
か
ら
文
化
、
教
養

活
動
や
健
康
づ
く
り
、
地
域

社
会
へ
の
奉
仕
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
高
齢
者
の
皆
様
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
幅
広
く

取
り
組
ま
れ
、
ま
た
、
日
頃

よ
り
本
市
の
地
域
福
祉
行
政

の
推
進
に
格
別
の
ご
尽
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
長
ら
く
私
た
ち
の

行
動
を
制
限
し
て
き
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

昨
年
5
月
に
感
染
症
法
上
の

5
類
へ
移
行
し
、
私
た
ち
の

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
の
幕
開
け
を
機

に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
数
年

来
の
う
っ
憤
を
晴
ら
す
年
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
世
代
が
人
生
を

全
う
す
る
迄
、
必
ず
続
く
超

高
齢
化
社
会
な
れ
ば
こ
そ
、

私
た
ち
高
齢
ク
ラ
ブ
の
仲
間

が
地
域
社
会
の
中
心
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
然
、

住
み
や
す
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す

る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
世
代

に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
為
に
も
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
健
康
に
気
を
配

り
、
人
生
経
験
に
よ
る
様
々

な
知
識
と
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
ご
く
自
然
に
地
域
社
会

に
溶
け
込
む
こ
と
が
、
最
大

の
社
会
貢
献
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

吹
高
連
組
織
も
こ
こ
数
年

来
、
社
会
情
勢
も
あ
っ
て
会

員
数
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
今
も
っ
て
一
万
人
規
模

の
構
成
員
を
擁
す
る
大
組
織

で
あ
り
、
大
阪
府
下
で
も
有

数
の
規
模
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
も
、
吹
高
連
は
様
々

な
事
業
を
企
画
し
、
会
員
相

互
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
同

じ
く
暮
ら
す
同
世
代
の
皆
様

方
に
も
ご
案
内
し
て
ま
い
り

ま
す
。
福
祉
バ
ス
利
用
の
安

価
な
日
帰
り
旅
行
や
各
種
観

劇
会
、
ま
た
健
康
・
体
力
維

持
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化

活
動
に
、
会
員
の
皆
様
方
か

ら
も
積
極
的
に
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
心
触
れ
合
う

仲
間
を
お
一
人
で
も
多
く
毎

日
の
ふ
れ
あ
い
の
場
へ
お
誘

い
し
て
、
活
力
あ
ふ
れ
る
吹

高
連
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。		

　

　

結
び
に
、
本
年
が
会
員
の

皆
様
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
、
健
や
か

で
充
実
し
た
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。	

一
般
社
団
法
人
　
吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

理
事
長
　
岸
下 

富
盛
　           

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

(2)久寿乃㐂

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
田
市
議
会
議
長	

　
野
田 

泰
弘

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
か
ら
文
化
、
教
養
活
動

や
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
活
動

な
ど
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の

皆
様
の
生
き
が
い
づ
く
り
に

御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を

表
し
ま
す
。

暮
ら
し
は
徐
々
に
日
常
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
内
で
も
各
地
区
で
敬
老

会
等
の
行
事
が
再
開
し
、
高

齢
者
が
生
き
生
き
と
活
躍
さ

れ
る
姿
を
お
見
か
け
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

大
阪
府
内
で
は
、
１
０
０

歳
以
上
の
高
齢
者
が
４
︐

６
４
５
人
（
令
和
5
年
9
月

1
日
現
在
）
と
な
り
、
過
去

最
多
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
府
内
の
男
性
最
高

齢
者
は
、
吹
田
市
在
住
の
方

で
あ
り
、大
変
喜
ば
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
続
く

超
高
齢
社
会
の
中
で
平
均
寿

命
は
も
と
よ
り
健
康
寿
命
の

延
伸
の
た
め
に
、
フ
レ
イ
ル

予
防
や
認
知
症
予
防
な
ど
の

介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。　
　

　

本
年
3
月
に
は
「
第
9
期

吹
田
健
や
か
年
輪
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、

高
齢
者
の
皆
様
が
身
近
な
地

域
で
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

現
在
、
我
が
国
は
、
１
０
０

歳
以
上
の
人
口
が
９
万
人
を

越
え
る
世
界
有
数
の
長
寿
国

で
す
。
一
方
で
、
少
子
化
の

影
響
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
や
、
充
実
し
た
全
世

代
型
社
会
保
障
制
度
の
構
築

な
ど
、
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
高
齢
者

の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
大
変
に
御
苦
労

が
多
か
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ

て
も
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
が
創

意
工
夫
を
こ
ら
し
、
多
世
代

と
も
交
流
し
な
が
ら
、
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を

大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
こ
れ

ま
で
の
経
験
と
知
恵
を
若
い

世
代
に
伝
え
つ
つ
、
高
齢
者

の
社
会
参
画
や
明
る
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
、
か
け
が

え
の
な
い
存
在
と
し
て
、
貴

連
合
会
が
確
か
な
役
割
を
果

た
し
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
心
か
ら
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
市
民
の
皆
様
が
健
康
で

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い

を
も
っ
て
過
ご
せ
る
地
域
づ

く
り
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人

吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
今
後
ま
す
ま
す
の
御
発
展

と
、
今
年
一
年
が
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
よ
り
充
実
し
た

良
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

今
後
と
も
一
層
の
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
会
の
さ
ら
な

る
ご
発
展
、
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

(3) 久寿乃㐂

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

理事長感謝状贈呈・受賞者一覧理事長感謝状贈呈・受賞者一覧

特別表彰贈呈・受賞者一覧特別表彰贈呈・受賞者一覧

氏　名 地　区 クラブ名
津田　博次 吹一吹六 第 23 楠会
岩本　良毅 吹　三 神境町長楽第 3 クラブ
米澤　庸介 吹　三 城前長生会
澤田　英喜 吹　三 東城前第二双寿会
奥野　  孝 吹　南 穂波町みず穂の会
辻本　誠治 千　一 第十四千寿会
松本　勝洋 千　二 千二第一福寿会
筒井　榮子 千　三 千三第四福寿会
俊　多希憲 千里新田 みどり
岡田　俊夫 佐井寺 第三福寿会
中西　元雄 片　山 第十寿会
泉　　嘉人 古江台 第 6 寿楽会
立山　清弘 藤白台 藤寿会第七クラブ

氏　名 地　区 クラブ名

藤本　輝夫 青山台 第 3 青寿会

令
和
５
年
度　

第
62
回
吹
高
連
大
会

４
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
で

　
　
　
　
　
　

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

　

第
62
回
吹
田
市
高
齢
ク
ラ

ブ
連
合
会
大
会
が
、
10
月
20

日
（
金
）
午
後
1
時
か
ら
メ

イ
シ
ア
タ
ー
中
ホ
ー
ル
で
、

会
員
や
来
賓
な
ど
４
０
０
余

名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

　

大
会
は
田
口
佐
貴
子
副
理

事
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

平
井
勝
副
理
事
長
の
開
会
の

こ
と
ば
に
続
き
、
先
ず
こ
の
一

年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
物
故

会
員
の
冥
福
を
祈
る
た
め
黙

と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
岸
下
富
盛
理
事

長
が
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
後
藤
圭

二
吹
田
市
長
、
野
田
泰
弘
市

議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

そ
の
後
来
賓
の
紹
介
並
び
に

吹
高
連
の
役
員
紹
介
が
行
わ

れ
た
。

　

こ
の
あ
と
長
年
に
わ
た
り

吹
高
連
の
運
営
推
進
に
功
績

の
あ
っ
た
1
名
に
特
別
表
彰

状
と
13
名
の
方
々
（
別
記
）

に
理
事
長
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
岸
下
理
事
長
か

ら
令
和
5
年
度
の
総
会
報
告

が
あ
り
、
山
根
茂
男
副
理
事

長
並
び
に
各
専
門
部
会
長
か

ら
は
令
和
4
年
度
の
活
動
及

び
事
業
報
告
、
更
に
令
和
5

年
度
の
活
動
方
針
が
発
表
さ

藤本　輝夫藤本　輝夫さんさん

れ
た
。

　

大
会
第
一
部
は
、
森
俊
弘

常
務
理
事
か
ら
大
会
宣
言
が

発
表
さ
れ
て
記
念
式
典
を
終

え
た
。

　

第
二
部
ク
ラ
ブ
活
動
発
表

（
演
芸
）
の
部
で
は
8
グ
ル
ー

プ
の
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
リ
は

昨
年
度
に
続
き
落
語
家
の
露つ
ゆ

の
団ま
る
こ姫
さ
ん
の
特
別
公
演
が

行
わ
れ
、
軽
妙
な
語
り
口

で
大
会
に
華
を
添
え
た
。  

　

最
後
に
芦
塚
常
子
副
理
事

長
が
閉
会
の
辞
で
お
開
き
と

な
っ
た
。

理事長挨拶理事長挨拶

(4)久寿乃㐂

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

88
ク
ラ
ブ
１
５
８
名
が

ク
ラ
ブ
１
５
８
名
が

	
	
	
	

	
	
	
	

熱
演
を
披
露

熱
演
を
披
露

　

会
場
に
チ
ャ
ン
チ
キ
お
け

さ
の
曲
（
吹
高
連
四
つ
竹

部
）
が
流
れ
る
と
、
舞
台
と

客
席
が
一
つ
に
な
り
心
ウ
キ

ウ
キ
、
自
然
に
手
拍
子
が
打

た
れ
て
演
芸
の
部
が
始
ま
っ

た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
出
演
者
は
久

し
ぶ
り
の
舞
台
で
大
張
り
き

り
、
演
技
が
始
ま
る
と
緊
張

感
が
ほ
ぐ
れ
楽
し
い
雰
囲
気

が
体
か
ら
あ
ふ
れ
だ
し
て
や

り
き
っ
た
満
足
感
が
笑
顔
に

表
れ
て
い
た
。

　

ど
の
演
技
に
も
会
場
か
ら

は
感
動
の
拍
手
が
寄
せ
ら
れ

最
高
潮
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
年
も
最
後
は
、
天
台
宗

の
僧
侶
と
し
て
活
躍
す
る
異

色
の
落
語
家
露
の
団
姫
さ
ん

の
特
別
公
演
で
締
め
く
く
っ

た
。 吹

高
連
大
会
第
二
部

吹
高
連
大
会
第
二
部

　
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
（
演
芸
）の
部

　
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
（
演
芸
）の
部

露の団姫さん露の団姫さん

○吹高連四つ竹部
①チャンチキおけさ
②お嫁サンバ

〇吹高連コーラス部カトレア
①しあわせよカタツムリにのって
②糸

〇吹高連フォークダンス部
①タイニトルネード
②ザ・イエローキャッツジグ

〇あじさいクラブ
①プロポーズ　　　
②恋のドンパン節

(5) 久寿乃㐂

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
高
連
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ

バ
ス
で
行
く
ハ
イ
キ
ン
グ

バ
ス
で
行
く
ハ
イ
キ
ン
グ

千
三
地
区　

第
四
福
寿
会　

筒
井 

榮
子

吹
高
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

　

岸
部　

川
端  

哲

　

10
月
25
日
（
水
）、
天
気

も
良
く
、ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
。

南
千
里
駅
を
バ
ス
2
台
満
杯

１
０
２
人
、
9
時
に
ス
タ
ー

ト
し
、
目
的
地
宇
治
駅
前

に
！
そ
こ
か
ら
C
コ
ー
ス
宇

治
巡
り
約
５
㎞
出
発
。
手
習

あ
た
り
で
目
印
の
道
標
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
見
落
と
し
て
迷
い
、
途

中
で
気
付
い
て
分
岐
点
を
目

指
し
引
き
返
す
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
有
り
。
誰
一
人
文
句

を
言
わ
ず
、
沢
山
歩
け
て
幸

せ
と
い
う
声
を
聞
き
何
と
も

心
地
良
く
嬉
し
く
思
っ
た
。

　

宇
治
上
神
社
を
参
拝
し
た

後
、
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
訪
れ
る
。
薫
の
君
が
登

場
す
る
が
、
バ
ス
で
同
席
に

な
っ
た
方
が
薫
さ
ん
で
し

た
。
源
氏
物
語
の
華
や
か
な

世
界
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
事

無
く
宇
治
川
に
出
て
眺
望
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ぺ
し
ゃ

ん
こ
に
な
っ
た
お
に
ぎ
り
を

美
味
し
く
頂
き
、
少
憩
し
歩

き
出
す
。
知
ら
な
か
っ
た
名

所
を
次
々
チ
ェ
ッ
ク
し
C

コ
ー
ス
を
こ
な
す
。
C
コ
ー

ス
っ
て
ゆ
っ
く
り
ぶ
ら
ぶ
ら

誰
で
も
行
け
る
と
思
っ
て
い

た
が
本
当
に
ハ
イ
キ
ン
グ
で

し
た
。
80
代
の

健
脚
に
ビ
ッ
ク

リ
！
日
頃
か
ら

朝
・
夕
歩
か
れ

て
い
る
方
が
本

当
に
多
い
こ
と

を
知
る
。
普
段

か
ら
健
康
に
意

識
さ
れ
て
生
活

さ
れ
て
い
る
な
ぁ
と
刺
激
を

受
け
、
次
回
も
参
加
し
た
い

と
思
う
。
吹
高
連
ハ
イ
キ
ン

グ
に
参
加
出
来
て
感
謝
で

す
。
コ
ー
ス
を
考
え
て
下

見
を
し
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ

フ
、
関
係
者
の
皆
様
有
難
う

御
座
い
ま
し
た
。

吹
高
連 

第
74
回
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催	

　

10
月
26
日
（
木
）、
高
野
台

コ
ー
ト
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場（
通

称
竹
藪
）
で
恒
例
の
秋
季
大

会
が
開
か
れ
た
。
当
日
の
天

候
は
晴
天
で
絶
好
の
大
会
日

和
だ
っ
た
。
試
合
開
催
に
当

た
り
、
岸
下
吹
高
連
理
事
長

絶
好
の
大
会
日
和

絶
好
の
大
会
日
和
な
ら
び
に
来
賓
の
梶
川
市
議

か
ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。		

　

恒
例
と
な
っ
た
第
1
ゲ
ー

ト
の
距
離
は
4
メ
ー
ト
ル

か
ら
3
メ
ー
ト
ル
に
短
く
設

定
さ
れ
、
参
加
者
に
優
し
い

通
過
し
や
す
い
？
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
た
。
各
地
区
か
ら

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
が
17

名
集
ま
り
、
５
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
各
４
試
合
を
行
っ
た
。

（
チ
ー
ム
名
：
南
正
雀
、
山
三
、

吹
三
、千
三
、
岸
部
）　

熱
戦

の
結
果
、
見
事
に
千
三
チ
ー

ム
（
４
勝
）
が
優
勝
し
た
。

　

ち
な
み
に
準
優
勝
は
岸
部

チ
ー
ム
（
３
勝
）、
3
位
は
山

三
チ
ー
ム（
２
勝
）で
あ
っ
た
。

　

に
ぎ
や
か
な
歓
声
の
中
、

参
加
者
同
士
の
交
流
も
あ
り
、

楽
し
い
1
日
で
あ
っ
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の

健
康
が
末
永
く
続
き
ま
す
よ

う
に
と
願
っ
た
。

　

最
後
に
優
勝
盾
と
参
加
賞

を
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
公
益

社
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(6)久寿乃㐂
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

男子大会結果男子大会結果

女子大会結果女子大会結果

順　位 氏　名 地　区 スコア
優　勝 村上　恵夫 山二 50
準優勝 古津　淳一 古江台 51
第３位 中田　周吾 山二 53

順　位 氏　名 地　区 スコア
優　勝 山嵜ヨリ子 吹一吹六 48
準優勝 箕野　愛子 高野台 55
第３位 當麻　富子 北山田 56

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
の
連
続

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
の
連
続

無
事
に
開
催
！

無
事
に
開
催
！

文
化
・
教
養
部
会

副
部
会
長　

中
井
　
信
夫

吹
一
・
吹
六
地
区　

辻
本
　
幸
造

　
　

令
和
５
年
度
11
月
８

日
（
水
）、
晴
天
に
恵
ま
れ

桃
山
台
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
各
地
区
か
ら
１
９
０
名

が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
試
合
開
催
に
当

た
り
、
開
会
式
が
行
わ
れ
岸

下
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
梶
川
文
代
吹
田

市
議
会
議
員
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
、
平

田
副
部
長
か
ら
競
技
上
の
注

意
ル
ー
ル
の
説
明
（
日
本
グ

ラ
ウ
ン
ド
ル
ー
ル
及
び
一
部

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
適
用
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　

桃
山
台
ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
す
ご

く
整
備
さ
れ
た
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
す
。
小
石

一
つ
な
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
す
。
高
ス
コ
ア

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

い
よ
い
よ
定
刻
と
な

り
第
一
試
合
９
時
15

　

令
和
５
年
度
11
月
９
日

（
木
）、
千
里
プ
ラ
ザ　

市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
。
事
前
に

８
時
30
分　

担
当
の
文
化
教

養
部
の
部
員
が
集
合
し
て
、

開
始
の
10
時
ま
で
に
、椅
子
・

机
・
碁
石
・
碁
盤
な
ど
を
準

備
す
る
。

　

10
時
司
会
進
行
の

元
に
岸
下
理
事
長
・

来
賓
の
高
齢
福
祉
室

の
村
尾
参
事
の
ご
挨

拶
を
頂
き
、
天
谷
審

判
員
の
紹
介
・
注
意

事
項
の
説
明
後
、
参

加
人
数
32
名
で
、Ａ
、

Ｂ
ラ
ン
ク
に
分
か
れ

て
の
試
合
が
開
始
さ

れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳

し
い
環
境
の
中
に

あ
り
、
開
催
を
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
だ
っ
た

が
、
参
加
者
の
規
律

第
60
回
秋
季
吹
高
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
39
回
吹
高
連
囲
碁
大
会

分
に
A
コ
ー
ト
、
B
コ
ー

ト
審
判
の
合
図
で
同
時
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。カ
ー
ン
、

カ
ー
ン
と
響
き
の
い
い
音
が

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
整
備
が
い
き
と
ど
い
て

い
る
せ
い
か
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
の
続
出
で
す
。
中
に
は
軽

く
打
っ
た
の
に
ど
こ
ま
で
転

ぶ
ん
や
と
言
う
声
も
聞
こ
え

た
。
参
加
者
は
日
頃
の
練
習

成
果
十
分
に
発
揮
さ
れ
和
気

あ
い
あ
い
の
中
で
、
み
ん
な

が
楽
し
み
な
が
ら
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ー
の
連
続
で
し
た
。

正
し
く
、
４
回
戦
を
審
判
員

の
指
導
の
元
、
無
事
に
終
え

た
。結
果
は
左
記
の
通
り
で
、

会
場
の
風
景
及
び
、
賞
を
得

た
人
の
写
真
で
あ
る
。
ま
ず

は
参
加
者
に
参
加
を
募
っ
て

頂
い
た
会
員
様
、
文
化
教
養

部
会
の
皆
さ
ま
の
協
力
が

あ
っ
た
こ
と
と
お
礼
を
申
し

上
げ
た
い
。

Aランク大会結果Aランク大会結果Bランク大会結果Bランク大会結果
順　位 氏　名 地　区
優　勝 福井　典彰 青山台
準優勝 木田　憲一 吹ニ
第３位 川岸　慶治 吹三

順　位 氏　名 地　区
優　勝 古澤　昭二 青山台
準優勝 岡本　　章 千一
第３位 仲　佐千夫 豊一
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

人
生
、
大
い
に

人
生
、
大
い
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

参
加
者

参
加
者
4242
名名

文
化
教
養
部
会

部
会
長　

川
　
誠
一

　

第
４
回
吹
高
連
南
ブ
ロ
ッ

ク
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
交
流
大
会

が
11
月
６
日
（
月
）
足
跡
公

園
で
参
加
者
42
名
の
も
と
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
に
先

立
司
会
の
川
、
吹
三
連
合
長
か

ら
の
大
会
の
進
行
、
開
会
式

　

９
月
６
日
、
メ
イ
シ
ア

タ
ー
に
お
い
て
開
催
。
前
日

の
天
気
予
報
は
最
悪
で
心
配

し
ま
し	

た
が
、
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。		

	
	

　

さ
ぁ
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
の
時
で
す
。
華
や
か

な
舞
台
衣
装
の
女
性
が
登

場
。	

	
	

	

　
「
〇
〇
さ
～
ん
、
待
っ
て

ま
し
た
！
」の
声
援
を
受
け
、

少
し
微
笑
み
、
小
さ
く
手
を

振
る
。
ス
タ
ー
で
す
。
三
分

～
四
分
、
自
分
だ
け
の
夢
の

世
界
へ
、
一
番
嬉
し
く
最
高

の
時
で
す
。	
	

	

　

こ
れ
こ
そ
が
、
カ
ラ
オ
ケ

の
持
っ
て
い
る
力
、
醍
醐
味

だ
と
思
い
ま
す
。	

　

第
10
回

　
吹
高
連

　
　
カ
ラ
オ
ケ
大
会

南
ブ
ロ
ッ
ク
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
交
流
大
会
（
吹
一
・
吹
六
、
吹
三
、
東
）

が
行
わ
れ
岸
下
理
事
長
の
挨

拶
、
次
に
藤
嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
か

ら
の
本
大
会
の
申
し
合
せ
事

項
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

土
井
ス
カ
イ
ク
ロ
ス
部
長

か
ら
競
技
説
明
（
日
本
ス
カ

イ
ク
ロ
ス
協
会
ル
ー
ル
及
び

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
の
採
用
説

明
）
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様

曇
り
空
で
、
試
合
開
始
前
ほ

ん
の
わ
ず
か
な
し
ず
く
の
様

な
雨
が
パ
ラ
ツ
キ
心
配
し
ま

し
た
が
無
事
競
技
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

　

競
技
は
チ
ー
ム
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
、

Ｄ
と
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

A
コ
ー
ト
２
チ
ー
ム
、
B
コ
ー

ト
２
チ
ー
ム
編
成
を
組
み
同

時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
２

試
合
が
終
わ
れ
ば
コ
ー
ト
の

移
動
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
２

試
合
で
の
合
計
集
計
し
ま
す
。

ト
ー
タ
ル
４
試
合
い
よ
い
よ

本
番
目
標
の
コ
ー
ン
を
目
掛

け
て
、
リ
ン
グ
を
投
げ
る
真
っ

す
ぐ
投
げ
る
人
、
右
に
曲
げ

る
人
、
左
に
曲
げ
る
人
さ
ま

　

若
さ
・
元
気
・
や
る
気
・

笑
顔
が
会
場
一
体
と
な
り
、

生
き
が
い
が
存
分
に
伝
わ
っ

た
大
会
で
し
た
。	

	

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
人
生
、
大

い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

ざ
ま
で
す
。
投
げ
た
と
同
時

に
オ
ー
イ
オ
レ
の
リ
ン
グ
何

処
に
行
く
ね
ん
目
標
の
コ
ー

ン
に
行
か
ず
、
と
な
り
の
コ
ー

ン
に
行
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
で

す
。
少
し
前
に
マ
ナ
ー
の
説

明
を
受
け
た
の
に
大
は
し
ゃ

ぎ
色
々
あ
り
ま
し
た
が
チ
ー

ム
仲
、
和
気
あ
い
あ
い
楽
し

く
ゲ
ー
ム
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の

方
、
試
合
し
な
が
ら
の
審
判
ご

苦
労
さ
ん
で
し
た
。又
ス
コ
ア
ー

係
の
方
、
試
合
に
参
加
出
来
ず

ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
関
係
者

の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

よ〜く狙ってよ〜く狙って

吹
一
・
吹
六
地
区

辻
本
　
幸
造
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

私
た
ち
、
健
康
フ
ラ
ダ
ン

ス
「
ク
ク
ナ
・
オ
・
カ
・
ラ
」

は
、
２
０
１
０
年
に
北
千
里

地
区
公
民
館
で
グ
ル
ー
プ
を

結
成
し
て
か
ら
、
早
い
も
の

で
も
う
14
年
間
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
下
火

に
な
り
、
本
格
的
に
練
習
を

再
開
し
、
公
民
館
の
文
化
祭

を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
た
10
月
末
、
古
江
台
地
区

福
祉
委
員
会
の
方
か
ら
お
声

を
か
け
て
頂
き
、「
ふ
れ
あ

い
昼
食
会
」
の
余
興
と
し
て
、

以
前
の
様
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

披
露
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
昼
食
会
」
当
日
は
、
私

た
ち
の
紹
介
を
し
て
頂
い
た

後
す
ぐ
に
、「
本
日
は
、
わ

ざ
わ
ざ
ハ
ワ
イ
か
ら
私
達
を

お
招
き
頂
き
ま
し
て
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

ご
挨
拶
を
す
る
と
、
笑
い
声

い
つ
ま
で
も
『
二
十
歳
』
の

い
つ
ま
で
も
『
二
十
歳
』
の

　
　
　

フ
ラ
ガ
ー
ル

　
　
　

フ
ラ
ガ
ー
ル

も
起
き
な
が
ら
、
歓
迎
の
拍

手
を
頂
き
ま
し
た
。

更
に
、「
私
た
ち
、
健
康

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
メ
ン
バ
ー

は
、『
自
称
、
公
称
、
二
十

歳
の
乙
女
』
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
深
く
年
齢
を
追
及

し
て
頂
く
こ
と
の
な
い
よ
う

に
」
と
お
願
い
し
た
そ
の
後

で
、「
マ
ス
コ
ミ
に
知
ら
せ

な
い
」
と
い
う
皆
様
と
の
約

束
の
も
と
、「
こ
こ
だ
け
の

話
、
最
年
長
の
メ
ン
バ
ー
は

幾
つ
か
？
」
と
い
う
、「
歳

当
て
ク
イ
ズ
」
を
し
て
み
ま

し
た
。

最
年
長
の
人
の
歳
が
、
30

歳
代
と
思
う
人
が
1
、
２
人
。

40
歳
代
と
思
う
人
が
２
人
程
。

　

笑
い
が
溢
れ
る
中
、
90
歳

代
、
１
０
０
歳
代
と
思
う
人
も

1
、
2
人
い
る
中
で
、
一
番
多

か
っ
た
の
は
、
70
歳
代
と
80
歳

代
で
し
た
。
観
衆
の
皆
様
の
お

目
は
確
か
で
し
た
。

最
年
長
者
は
88
歳
で
あ
る

こ
と
を
お
伝
え
す
る
と
、（
驚

き
の
声
も
少
し
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
が
）
皆
さ
ま
ご

納
得
で
し
た
。(

^O^)

踊
る
曲
毎
に
ス
カ
ー
ト
の

色
を
変
え
、
飾
り
の
「
レ
イ
」

を
取
り
変
え
る
こ
と
で
注
目

を
そ
ち
ら
に
集
め
、
遠
目
で

見
て
の
「
二
十
歳
」
の
乙
女

達
は
数
曲
を
、
一
生
懸
命
ご

披
露
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
主
に
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
、
手
話
の

よ
う
な
手
の
動
き
（
ハ
ン
ド
・

モ
ー
シ
ョ
ン
）
を
使
い
な
が
ら

遠目で見て「二十歳」代表：ジャッキー遠目で見て「二十歳」代表：ジャッキー

踊
る
踊
り
で
す
。

会
場
の
皆
様
に
、
数
分
間

の
短
い
ハ
ン
ド
・
モ
ー
シ
ョ
ン

の
講
習
の
後
、
遠
目
で
見
る

と
二
十
歳
の
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
一

緒
に
「
真
珠
貝
の
歌
」
を
踊
っ

て
頂
い
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ガ
ー

ル
に
と
っ
て
も
、
素
敵
な
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

毎
月
第
1
と
第
3
の
水
曜

日
の
午
前
中
、
北
千
里
公
民

館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
募
集
と
共
に
、

各
種
団
体
様
か
ら
の
出
演
依

頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

藤
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ　

中
島
　
美
緒
子
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

津
雲
台
市
民
ホ
ー
ル
で
明

朗
会
主
催
の
も
と
、
８
月
、「
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
」
の
体
験
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
近
く
正
式
に

サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
予
定
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
吹

矢
協
会　

新
大
阪
吹
田
支
部

　

支
部
長　

植
野
唱
二
先
生

の
指
導
の
も
と
、約
２
時
間「
年

は
と
っ
て
も
こ
れ
く
ら
い
は

で
き
る
！
」
と
男
女
を
問
わ
ず

吹
矢
を
楽
し
み
ま
し
た
。
８
月

18
日
以
降
こ
れ
ま
で
に
３
回

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
緊
張
の
中
に
も
笑
い

の
絶
え
な
い
集
い
と
な
り
ま

し
た
。

基
本
的
に
は
「
礼
に
始
ま

り
礼
に
終
わ
る
」
一
連
の
所
作

は
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
、
し
か

も
矢
を
的
に
ピ
タ
リ
と
命
中

さ
せ
る
と
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

さ
あ
、「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」

さ
あ
、「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」
をを

　
　
　

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

か
ら
思
わ
ず
拍
手
や
感
嘆
の

声
が
上
が
り
、
会
場
に
一
体
感

が
醸
し
出
さ
れ
ま
す
。

正
式
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ

ル
ネ
ス
吹
矢
」
と
呼
び
、
多
く

の
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
の
解
消
・
肩
こ

り
の
改
善
・
高
血
圧
の
予
防
・

脳
の
老
化
予
防
・
口
腔
機
能
の

向
上
等
々
。

何
よ
り
仲
間
作
り
が
で
き

次
回
の
集
い
が
楽
し
み
に
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

津
雲
台
明
朗
会
連
合
会

大
森
　
仁

青
山
台
青
寿
会
が
４
年
ぶ
り
に

青
山
台
青
寿
会
が
４
年
ぶ
り
に

　
　
　
「
作
品
展
」
を
開
催

　
　
　
「
作
品
展
」
を
開
催

青
山
台
地
区
高
齢
ク
ラ
ブ

青
寿
会
連
合
（
会
長
・
福
井

典
彰
）
は
、
10
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
青
山
台
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
青
寿
会

文
化
祭
・
作
品
展
」
を
開
催
し

た
。 作

品
は
、
俳
画
や
川
柳
、

俳
句
、
書
道
、
編
み
物
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
青
寿
会
の

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
か
ら
の

出
展
や
、
絵
画
、
写
真
、
陶
芸
、

手
芸
な
ど
、
一
般
会
員
か
ら
趣

青
山
台
第
３
青
寿
会

会
長　

藤
本
　
輝
夫青寿会作品展出展者の皆さん青寿会作品展出展者の皆さん

（１０月１日・青山台市民ホール）（１０月１日・青山台市民ホール）

力作が揃った青寿会文化祭作品展力作が揃った青寿会文化祭作品展

味
な
ど
を
生
か
し
た
手
作
り

作
品
を
公
募
し
、
30
余
名
か
ら

百
点
近
く
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
た
。

鑑
賞
し
た
人
か
ら
は
、「
皆

さ
ん
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
し
た
」
と
驚
嘆
の
声
を
い

た
だ
い
た
。

青
寿
会
で
は
長
年
に
わ
た

り
、
春
に
文
化
祭
の
芸
能
発
表

会
と
秋
に
作
品
展
示
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
３
年
間
開
催
を

自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
。

スポーツ吹き矢スポーツ吹き矢
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

令
和
5
年
11
月
1
日
（
水
）、

雲
一
つ
な
い
快
晴
の
下
、
藤
寿

会
第
一
ク
ラ
ブ
（
高
田
勝
久
会

長
）
主
催
で
淡
路
島
へ
の
日
帰

り
福
祉
バ
ス
旅
行
に
出
掛
け

ま
し
た
。
藤
寿
会
各
単
位
ク
ラ

ブ
か
ら
の
会
員
、
総
計
45
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

淡
路
島
は
豊
か
な
自
然
や

食
の
宝
庫
と
し
て
観
光
資
源

が
豊
富
で
あ
り
、
国
産
み
神
話

の
島
と
し
て
も
有
名
で
、
そ
の

神
話
の
舞
台
と
さ
れ
る
場
所

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
れ

故
か
、
神
社
、
寺
も
多
く
、
寺

は
約
半
数
が
真
言
宗
で
す
。

最
初
に
向
か
っ
た
の
は
そ

の
真
言
宗
の
「
大
黒
天
八
浄

寺
」
で
、
近
づ
く
と
鮮
や
か
な

朱
色
で
独
特
の
形
状
の
塔
が

見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
塔
は
、

「
瑜ゆ

祇ぎ

七し
ち

福ふ
く

宝ほ
う

塔と
う

」
と
名
付
け

藤
寿
会
福
祉
バ
ス
旅
行　

藤
寿
会
福
祉
バ
ス
旅
行　

　　
　
　
　

　
　
　

―
淡
路
島
日
帰
り
旅
―

―
淡
路
島
日
帰
り
旅
―

ら
れ
、
平
成
11
年
11
月
11
日
11

時
11
分
（
故
あ
っ
て
こ
の
日
、

こ
の
時
に
決
め
ら
れ
た
）
に
完

成
、
落
慶
さ
れ
た
真
言
密
教
の

最
奥
か
つ
最
高
の
塔
と
さ
れ

る
も
の
で
す
。

正
門
を
入
る
と
小
ぶ
り
の

七
福
神
そ
れ
ぞ
れ
の
石
像
が

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
本
堂
に
入

る
と
ご
本
尊
阿
弥
陀
如
来
の

前
で
住
職
の
法
話
を
拝
聴
し

ま
し
た
。
椅
子
が
足
り
な
か
っ

た
た
め
数
人
が
床
に
直
接
座

り
、
そ
の
た
め
私
は
次
第
に
足

が
気
に
な
り
始
め
、
途
中
か

ら
有
難
い
法
話
も
上
の
空
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
寺
は
高
さ
2
メ
ー
ト
ル

の
カ
ラ
フ
ル
な
開
運
大
黒
天

で
有
名
で
す
が
、
本
仏
は
年
に

3
回
の
み
特
別
開
扉
の
秘
仏

と
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

淡
路
島
に
は
島
を
宝
船
に
見

立
て
て
七
福
神
巡
り
を
す
る

7
つ
の
寺
が
あ
り
、
本
寺
は
そ

の
初
っ
端
と
も
言
え
る
最
も

北
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

昼
食
は
、「
き
と
ら
津
名
店
」

で
海
鮮
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
7
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ

ご
と
に
長
い
掘
り
ご
た
つ
式

の
席
に
着
座
し
、
地
元
の
山
海

の
食
材
を
使
っ
た
刺
身
、
天
ぷ

ら
等
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

食
後
は
す
ぐ
近
く
の
「
た
こ
せ

ん
べ
い
の
里
」
に
立
ち
寄
り
、

た
こ
、
え
び
、
い
か
を
ベ
ー

ス
に
し
た
せ
ん
べ
い
の
試
食

や
買
い
物
、
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー

ヒ
ー
で
休
憩
な
ど
し
て
時
間

を
過
ご
し
、「
た
こ
せ
ん
べ
い
」

の
土
産
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
線
香

の
「
薫
寿
堂
」
で
、
線
香
工
場

の
製
造
作
業
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
入
っ
た
様
々
な
線
香
、
お
香

を
見
せ
て
も
ら
い
、
購
入
さ
れ

た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
淡
路

島
に
は
流
れ
着
き
献
上
さ
れ

た
香
木
で
聖
徳
太
子
が
観
音

像
を
作
ら
れ
た
と
い
う
伝
説

が
あ
り
、
島
内
に
は
こ
れ
に
関

わ
る
神
社
も
あ
り
ま
す
。

帰
路
の
途
中
で
は
「
淡
路

ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
」
に
立

ち
寄
り
、
休
憩
と
淡
路
島
の
特

産
品
な
ど
の
買
い
物
を
し
ま

し
た
。
こ
の
前
の
展
望
広
場
か

ら
は
、
対
岸
の
明
石
、
神
戸
の

街
並
み
と
青
い
空
、
海
を
望
む

こ
と
が
で
き
、
遠
方
は
少
し
霞

ん
で
い
ま
し
た
が
、
明
石
海
峡

大
橋
か
ら
の
眺
め
と
と
も
に

大
ら
か
な
気
分
に
浸
り
ま
し

た
。高

速
道
路
の
停
滞
も
な
く
、

予
定
よ
り
少
し
早
く
藤
白
台

に
到
着
し
、
程
よ
く
心
地
良
い

疲
労
を
感
じ
つ
つ
散
会
し
ま

し
た
。

藤
白
台
地
区　

藤
寿
会

会
長　

森
　
俊
弘
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
だ
っ
た
。
認
知
症

は
、
み
ん
な
が
当
事
者
だ
。

　
「
無
症
状
で
何
十
年
も
進

行
長
い
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。

症
状
が
現
れ
た
時
は
末
期
と

い
う
不
治
の
病
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
」（
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病　

真
実
と
終
焉
）

デ
ー
ル
・
ブ
レ
デ
セ
ン
著
を

読
ん
だ
。

　

認
知
症
の
最
大
の
リ
ス
ク

は
加
齢
。
人
生
の
夕
焼
け
、

脳
の
中
で
、
何
か
が
起
こ
っ

て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以

上
の
５
人
に
一
人
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
80
歳
以
上
は
、

１
２
５
９
万
人
。
10
人
に
一

人
だ
。

　

吹
田
市
で
は
２
０
２
３

年
６
月
現
在
、
百
歳
以

上
は
１
８
６
人
（
前
年
は

「
日
没
後
２
分

「
日
没
後
２
分
4040
秒
」
秒
」

||  
人
生
の
夕
焼
け
　
涙
し
て

人
生
の
夕
焼
け
　
涙
し
て  

||

高
野
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

江
藤 

憲
子

１
６
２
人
）、
90
か
ら
99
歳

５
６
５
８
人
、
80
か
ら
89
歳

２
万
５
千
５
５
４
人
。　

認

知
症
患
者
は
９
０
４
７
人
、

要
介
護
認
定
で
ト
ッ
プ
。

２
０
１
９
年
の
高
齢
者
虐
待

相
談
、
通
報
は
53
件
。
痛
ま

し
さ
に
涙
し
た
。

　

人
は
愛
し
み
あ
い
、
育
む

他
者
と
の
交
流
な
し
に
は
生

き
て
い
け
な
い
。

　

大
阪
写
真
月
間
２
０
２
３

「
写
真
家
１
５
０
人
の
一
坪

展
」
が
、
６
月
10
日
か
ら
16

日
、
梅
田
の
「
ソ
ニ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　

後
援
は
、
大
阪
府
と
大
阪

市
。
時
流
の
先
端
を
進
む
優

れ
た
写
真
作
家
の
登
竜
門

だ
。

　

優
れ
た
撮
影
者
が
捉
え
た

「
瀬
戸
内
海
の
あ
る
日
」
６

枚
の
写
真
は
、
際
立
っ
て
い

た
。

そ
の
中
の
一
枚
「
日
没
後
２

分
40
秒
」（
写
真
参
照
）。
神
々

し
い
夕
陽
の
輝
き
が
胸
に
迫

る
。

　

辣
腕
の
レ
ン
ズ
が
一
瞬
に

捉
え
、
永
遠
に
残
し
た
夕
陽

の
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
。

　

人
生
の
夕
焼
け
を
連
想
さ

せ
る
。

　

西
條
親
来
氏
か
ら
の
心
に

残
る
メ
ー
ル
（
概
略
）
と
瀬

戸
の
夕
暮
れ
の
美
し
い
映
像

を
新
し
い
年
、
読
者
の
胸
に

残
し
た
い
。

　
「
２
０
２
２
年
10

月
20
日
夕
陽
の
撮

影
場
所
へ
向
か
っ

た
。
目
的
地
に
到

着
し
た
の
は
、
日

没
時
間
を
２
分
40

秒
過
ぎ
て
い
て
太

陽
は
沈
ん
で
し

ま
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
残
り

の
明
か
り
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
最

後
の
景
色
が
撮
れ

た
。
空
は
濃
紺
、

風
は
凪
、
海
面
は

静
か
で
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の

輝
き
を
み
せ
て
い
た
。

　

夕
陽
を
追
い
か
け
た
思
い

出
と
し
て
、
心
に
残
し
て
お

く
大
切
な
場
所
に
な
っ
た
。」

　

高
野
台
水
路
に
夕
焼
け
が

広
が
る
。

　

夕
陽
に
涙
の
セ
レ
ナ
ー

デ
、
故
郷
の
懐
か
し
い
思
い

出
の
日
が
映
え
る
。

　

夕
焼
け
小
焼
け
、
誰
も
知

ら
な
い
、
誰
に
も
見
え
な
い

明
日
が
来
る
。

日没後２分 40 秒
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　
〝
一
億
匹
の
蜂
を
連
れ
、

家
族
と
共
に
半
世
紀
〟
を
テ

レ
ビ
で
見
た
。

　

鹿
児
島
県
、
養
蜂
家
三
代

目
男
性
今
80
歳
。

　

昔
は
菜
の
花
畑
、
れ
ん
げ

畑
が
そ
こ
こ
こ
に
溢
れ
、
ま

る
で
天
国
、
れ
ん
げ
は
田
の

肥
料
、
菜
の
花
か
ら
は
油
が

生
産
さ
れ
て
い
た
。

　

時
は
移
り
、
農
薬
が
使
わ

れ
始
め
、
蜂
達
が
活
躍
し
な

い
の
に
男
性
は
戸
惑
う
そ
ん

な
時
、
東
北
の
リ
ン
ゴ
農
家

か
ら
蜂
を
要
請
さ
れ
て
出
向

く
、
二
日
仕
事
を
し
て
朝
帰

ろ
う
と
す
る
と
朝
飯
を
出
さ

れ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
米
が
貴
重
な
時

代
、忘
れ
ら
れ
な
い
と
言
う
。

　

現
在
は
外
国
人
に
も
、
お

し
げ
な
く
養
蜂
を
教
え
、
先

生
、先
生
と
慕
わ
れ
て
い
る
。

　

四
代
目
の
長
男
は
蜂
箱
を

満
載
東
北
の
リ
ン
ゴ
農
家
へ

と
出
向
い
て
い
た
。

　
「
蜂
は
よ
う
働
く　

人
間

も
働
か
な
い
か
ん　

天
国
へ

行
く
時
何
も
い
ら
ん　

養
蜂

箱
二
、三
ヶ
持
っ
て
行
く
」

と
言
う
こ
の
80
歳
の
養
蜂
家

は
天
国
で
仕
事
を
続
け
る
。

時代の流れ時代の流れ
プロフェッショナルプロフェッショナル（NHK）（NHK）よりより

吹ニ地区　北泉三長寿会　柾木美枝子

〝
歩
道

〝
歩
道
〟〟
っ
て
誰
の
も
の

っ
て
誰
の
も
の

そ
の
昔
、
交
通
標
語
に
こ

ん
な
文
章
が
有
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
ご
記
憶
あ
り
ま

せ
ん
か
。
狭
い
日
本
、
そ
ん
な

に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
。
今
を

生
き
る
人
達
は
如
何
で
し
ょ

う
。
老
い
も
若
き
も
狭
い
歩

道
に
自
転
車
を
乗
り
入
れ
て

走
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
の
中

に
は
杖
を
つ
い
て
歩
く
高
齢

の
方
も
居
ま
す
。
そ
こ
退
け

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ベ
ル
を

鳴
ら
す
人
も
居
ま
す
が
ル
ー

ル
違
反
で
す
よ
ね
。
私
の
住

居
す
る
近
く
に
は
、
旭
町
通

り
商
店
街
、
錦
通
り
商
店
街
、

新
旭
町
商
店
街
が
有
り
ま
す
。

と
て
も
狭
い
歩
道
な
の
に
、
自

転
車
か
ら
降
り
よ
う
と
せ
ず

に
走
行
し
て
い
ま
す
。
歩
行

者
に
接
触
し
よ
う
も
の
な
ら
、

双
方
が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
と

な
り
、
軽
車
両
の
自
転
車
が

ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
方
に
保
障

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

吹
一
・
吹
六
地
区
　
第
十
楠
会　

楓　

芳
雄

商
店
街
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流

れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
か
ら

降
り
て
、
手
で
押
し
て
お
通

り
下
さ
い
と
、
聞
く
耳
を
持

た
な
い
人
に
、
歩
行
者
の
方

が
い
ら
つ
く
場
面
も
有
り
ま

す
。
さ
ん
く
す
夢
広
場
に
あ

る
駅
前
交
番
に
問
い
合
わ
せ

て
み
ま
し
た
が
、
警
察
と
し
て

取
り
締
る
事
は
出
来
な
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

の
マ
ナ
ー
に
頼
る
し
か
無
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
就

学
前
児
童
と
、
七
十
歳
越
え

の
老
人
は
歩
道
を
自
転
車
走

行
し
て
も
良
い
と
聞
き
及
ん

で
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
歩

行
者
優
先
で
す
か
ら
、
徐
行

を
心
掛
け
る
の
が
マ
ナ
ー
で

し
ょ
う
。
つ
い
つ
い
自
転
車
に

乗
っ
て
買
物
に
出
か
け
る
自

分
自
身
も
規
則
を
守
る
一
人
で

居
た
い
で
す
。
互
い
に
人
を
想

い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
自

転
車
を
走
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
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尾
崎
　
久
子

輪
に
入
り
て
旅
の
名
残
の
盆
踊

講
師
　
西
上
　
禎
子

食
べ
方
に
作
法
な
か
り
し
西
瓜
か
な

東
地
区
十
三
東
寿
会　

由
佐
紀
久
子

老
夫
婦
薬
の
数
を
競
い
あ
い

千
二
地
区
　
第
一
福
寿
会　

山
本
　
真
弓

シ
ル
バ
ー
は
男
女
平
等
見
た
目
に
も

【
青
山
台
地
区
青
寿
会
川
柳
部
】

佐
々
木
寛
太
郎

校
庭
を
耕
し
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ

今
岡
き
り
ん

飽
き
も
せ
ず
毎
日
食
べ
た
ふ
か
し
芋

宮
繁
　
葉
月

焼
け
跡
に
か
ぼ
ち
ゃ
見
つ
け
て
し
っ
け
い
す

辻
　
美
寿
々

さ
つ
ま
い
も
様
様
様
の
戦
時
中

吹
一
吹
六
地
区
第
10
楠
会　

小
河
　
　
陞

は
か
ら
ず
も
卒
寿
を
迎
え
振
り
向
け
ば

　
　

戦
争
に
生
き
繁
栄
に
老
ゆ

吹
三
地
区
六
地
蔵
六
瓢
会　

斎
藤
英
一
郎

バ
ス
停
の
ス
ト
ッ
プ
ご
と
に
胸
は
ず
み

　
　

今
か
今
か
と
来
る
人
を
待
つ

竹
見
台
地
区
ひ
ま
わ
り
千
竹
会　

釘
宮
多
美
代

秋
う
ら
ら
辻
ご
と
曲
が
る
町
め
ぐ
り

吹
三
地
区
六
地
蔵
六
瓢
会　

斎
藤
英
一
郎

古
寺
や
床
に
際
立
つ
菊
一
輪

【
青
山
台
地
区
青
寿
会
俳
句
部
】　

　
櫻
庭
　
游
鳳

帰
り
花
神
酒
を
供
え
て
し
ゃ
れ
て
み
る

吉
川
　
ま
き

人
住
ま
ぬ
庭
に
ふ
り
つ
む
柿
落
ち
葉

野
本
　
夏
游

丹
頂
の
撮
影
の
旅
北
の
果
て

木
村
こ
み
ち

水
鳥
の
羽
ふ
く
ら
ま
せ
秋
深
し両

国
　
美
江

薄
日
差
す
枯
野
に
一
羽
小
鷺
立
つ

【
吹
高
連
　
俳
句
ク
ラ
ブ
】　

大
角
　
宣
子

ベ
ビ
ー
カ
ー
は
み
出
し
足
の
日
焼
か
な

大
谷
三
代
子

一
人
居
の
秋
の
夕
の
長
電
話

岡
本
　
良

野
の
草
に
霧
雨
配
り
ゆ
く
ご
と
く

小
野
　
好
延

深
く
染
む
イ
ン
ド
の
旅
の
日
焼
か
な　

金
澤
　
房
子

言
は
で
も
の
ひ
と
言
の
悔
柿
を
剥
く

近
藤
信
一
郎

母
が
死
に
入
道
雲
が
空
一
杯酒

井
　
白
水

朝
霧
に
み
そ
ぎ
の
音
や
五
十
鈴
川

辻
本
　
節
子

夏
の
陣
い
ま
は
草
叢
茶
臼
山西

尾
　
濟
子

初
秋
を
色
で
感
ず
る
空
の
青廣

瀬
　
弥
生

朝
採
り
の
曲
り
き
ゅ
う
り
の
お
裾
分
け

翠
簾
屋
信
子

横
た
は
る
猫
の
先
客
片
か
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田
　
廣
子

お
喋
り
を
止
め
て
し
ば
し
は
虫
の
音
を
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スポンサーへの御礼スポンサーへの御礼

　吹田市高齢クラブ連合会会報
紙「久寿乃㐂」の発行にあたり
まして、スポンサー各位には温
かいご協力を賜りまして、衷心
より深く感謝申し上げます。
　私たち吹田市高齢クラブ連合
会会員は、この会報によって互
いに情報を交換し、活動の糧と
しています。
　今後とも何卒よろしくご支援
賜りますよう、お礼旁々申し上
げます。
� 吹田市高齢クラブ連合会

編
集
編
集後

記
後
記

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

へ
ん
し
ゅ
う
こ
う
き

「久寿乃㐂」はスポンサー各位のご協力により発行しています。

　最近の国際情勢をニュースで見て
いると、第三次世界大戦がいつ勃発

するかと考えてしまいます。ロシアがウクライナに侵攻して、早 1 年以上が経ちました。
両国とも主張は譲りません。中東のイスラエルでも、ガザ地区への侵攻が始まってい
ます。言い分はあるものの犠牲になるのは、国民でありその国のインフラ破壊等です。
　日本も「対岸の火事」と見ていては、いつ戦争に巻き込まれるかと思います（台湾
や韓国の有事を引き金に）　第二次世界大戦以降、戦争は起きていませんが、有事とな
れば、今まで普通にしてきた趣味の活動とかも出来なくなるのは必至で、危惧してい
るのは私だけでしょうか？　　　　　　　　　　　　　（広報宣伝部会長　石田　清）

ふと戦争を考える

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ

吹
高
連

吹
高
連

カルガモと
水面に映る秋の雲
写真・文　渡辺　 満（吹三地区東旭青春クラブ）

　９月末、私の職場である三島郡島本町役
場横の池です。
　水面に反射する雲と鳥の波紋がクロスし
た瞬間をスマホで撮りました。

一般社団法人　吹田市高齢クラブ連合会 事務局

☎06-6872-7011
問合せ先

吹高連は会員募集中です‼︎吹高連は会員募集中です‼︎
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